
平成 22 24 9年度　（ 3 年間）

・玖珂町総合公園の有料施設利用者数をH21年度からH23年度は５％（中間目標）、H25年度は７％（最終目標）拡大する。

・玖珂町総合公園供用開始面積を7.7ha[H21末]から24.1ha[H23末]に拡大する。

・安全で安心な都市公園の整備箇所数を82箇所（H23）から88箇所（H25）に増加させる。

・安全で安心な公園の整備をするため、公園施設長寿命化計画の策定済公園を0箇所（H23）から173箇所（H25）に増加させる。

（H22当初） （H24末） （H25末）

①

②

③

④

Ａ

番号 事業 地域 交付 直接 事業内容 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 （延長・面積等） H22 H23 H24 H25 H26

1-A-1 公園 一般 岩国市 直接 272

1-A-2 公園 一般 岩国市 直接 30

1-A-3 公園 一般 岩国市 直接 32

小計 334

事業 地域 交付 直接 備考
種別 種別 対象 間接 H22 H23 H24 H25 H26

小計

番号 備考

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 H22 H23 H24 H25 H26

1-C-1 施設整備 一般 岩国市 直接 2

1-C-2 施設整備 一般 岩国市 直接 5

1-C-3 施設整備 一般 岩国市 直接 2

小計 9

番号 備考

1-C-1

1-C-2

1-C-3

目標値と実績値 に差が出た要因

88箇所

173箇所 173箇所

88箇所

最終実績値

　今後は、平成24・25年度に策定した公園長寿命化計画に基づき老朽化施設の適切な更新を行い、公園利用者の利便性や快適性の向上に努め、誰もが安心・安全に利用できる公園施設の整備に努める。

３．特記事項（今後の方針等）

玖珂町総合公園の整備が全て完了したことにより、利用者数が大幅に増加したため。

24.1ha 24.1ha

Ⅲ定量的指標以外の交付対象事業の
効果の発現状況
（必要に応じて記述）

整備後の供用開始面積（供用開始告示）

185%

玖珂町総合公園（1-A-1）の標識や案内板を設置することにより、公園利用者の利便性の向上を図る。

7%

安全・安心な公園施設を整備するために必要な長寿命化計
画の策定済箇所数（対象公園：173箇所）

２．事業効果の発現状況、目標値の達成状況

Ⅰ定量的指標に関連する交付対象事業の効果の発現状況
・玖珂町総合公園の整備面積を7.7haから24.1haまで増加させることができた。
・都市公園173箇所の長寿命化計画を策定することができた。
・都市公園6箇所のバリアフリー化及び施設改修・更新を行うことができた。

年間の有料施設利用者数を調査し、H21年度に対する伸び
率を算出する。
利用者伸び率（％）＝（H25年度有料施設利用者数-H21年
度有料施設利用者数）/H21年度有料施設利用者数×100

最終目標値

番号

Ⅱ定量的指標の達成状況

事業内容

一体的に実施することにより期待される効果

番号 要素となる事業名 事業内容
市町村名

港湾・地区名

公園内当で使用する資材等を保管する倉庫を設置することにより、人口芝グラウンド（1-A-1）・多目的グラウンドの運営を円滑化し、利用の促進を図る。

Ｂ　関連社会資本整備事業

岩国市

岩国市

市町村名
港湾・地区名

全体事業費
（百万円）

Ｃ　効果促進事業

事業実施期間（年度） 全体事業費
（百万円）

一体的に実施することにより期待される効果

（延長・面積等）

事業者

岩国市 資材等倉庫整備事業（玖珂町総合公園) 管理資材等の収納倉庫の整備 岩国市

要素となる事業名

市町村名

岩国市

事業者

岩国市

Ｃ
Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

全体事業費
（百万円）（事業箇所）

担当事業課である都市開発部公園景観課で事後評価を実施

令和４年度

公表の方法

岩国市ホームページに掲載

基幹事業

要素となる事業名

全体事業費
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）
Ａ Ｂ

実施体制、実施時期 事後評価

実施体制 実施時期 

１．交付金事業の進捗状況

安全・安心な公園施設を整備するために必要な長寿命化計画の策定済箇所数（対象公園：173箇所）

年間の有料施設利用者数を調査し、H21年度に対する伸び率を算出する。
利用者伸び率（％）＝（H25年度有料施設利用者数-H21年度有料施設利用者数）/H21年度有料施設利用者数×100

88箇所

173箇所

安全で安心な都市公園の整備済箇所数
（安全で安心な都市公園の整備済箇所数＝岩国市都市公園数（185公園）－改築及び更新が必要な公園数）

0箇所

令和5年2月9日
計画の名称 都市公園を核とした地域の交流拠点、防災拠点づくり

　　計画の成果目標（定量的指標）

岩国市計画の期間 年度　～　平成 交付対象

計画の目標

社会資本総合整備計画　事後評価書

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値

7%

24.1ha

5%-

7.7ha

当初現況値 最終目標値

安全で安心な都市公園の整備済箇所数
（安全で安心な都市公園の整備済箇所数＝岩国市都市公園
数（185公園）－改築及び更新が必要な公園数）

整備後の供用開始面積（供用開始告示）

事後評価

効果促進事業費の割合
2.6%

-

-

-

事業者

玖珂町総合公園を整備することにより、地域の交流拠点、防災拠点づくりを推進し、地域の交流の促進、市民の安心・安全性の向上を図る。
また、岩国市域の都市公園施設長寿命化計画を策定し、計画的な施設改築、更新を行い、子供や高齢者をはじめ誰もが安全で安心して利用できる地域交流の拠点としての都市公園の充実を目指す。

343 百万円 334 百万円 9 百万円

82箇所

備考
中間目標値

岩国市

岩国市

都市公園事業（玖珂町総合公園）

都市公園施設長寿命化計画策定調査

都市公園安全・安心対策緊急総合支援事業

24.1ha、人工芝グラウンド整備等

都市公園173箇所の計画策定

施設のバリアフリー化及び改修・更新

事業認可区域外のフェンス（拡張予定）を周辺のフェンスと一体的に整備し、散策道（1-A-1）利用者の安全性を向上させ、利用の促進を図る。

岩国市
散策道・管理用フェンス整備事業
（玖珂町総合公園)

事業認可区域外（拡張予定）
散策道・フェンスの整備

岩国市

岩国市 サイン設置事業（玖珂町総合公園) 公園内の標識、案内板の設置 岩国市


